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平成宮第22備)・ 25や 26友発掘納概報

特ツ1文 疎「 平戒ヨ蘇」の用和 字ο毎歳発極調査 |∫ ´身泉疫攻南セX´

寿 夏す衣 ・第ヌど氷謂杏 と終 了し.宝在第 /ラk内 家府童の多又7水 お

かび宮成茉南局の第 又ワ水調査と涯行呻である。         ●

ここて`十な研に謂査の終了し々たこに
'(｀

て ,兒 の概多と教告づろ.

孝又寮氷駒批 Kの 調査 |な 】́ヒ批丞に引 さ続 き_目道 支ク号森ノミイメくス

走羨にとも奪う扉勉調査 とし奄 多滅末盈の中央 F耳 ´抗よがその赤優1防

穆滋滅 でど こ奪つた 。

芽 支す水調査はフ老献邑置のヤま F耳権k批でどこ奪し` ′第晨ど水謂査

|さ ´零又ンて内家の末郵て その紫北口廊から肉家
'卜

熟乞眼ろ索定 に奎ろ

都分でおこなつた。

とス上の各氷71の 調査止こ′発棚 面看 ´発級刻 闇体氷琢の盪 りであろぅ
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彰支家水 府調査光△ i3.茉 置十★「耳推定地のiaか 毛の大部会搭 ′オ 蒸

一痔大跨デかが一界太蹄おなの 〔.あ ろが 発掻 つ華家 予くの童鋳が 敬‐,

う́`一,た 。孔 鬼bt主 な遺海博 喜載分翻とめ ぐろな _看立注支η ζ粽 ´

穣るともつ套駒一凍 F́耳 塗壇 デ 禅 ノ/予1 君ア メ基 ′歎余①章およτヾ

え種よklど 木短と謂【ヽに導ネ翠 ミRす 所 <小の上iス基である _

/、 末衝十状ギ耳にっざて

踪台■表 Fヨ は ケロの調査(博その帝在と ,ユ とんど却 り岳よいぶ

ただ一諏①浜丞急の蒙有一≒に よっ‐て 代茉D控 走屯からや́や凸へ呑

ってFHが ろつたtの と力たみ|こるが 軽_表 |こ |さ &.〔 i弥程 す名;」減 t●
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調査になた檸ば
｀
4ら 併し`。

従来の権定北ヤ妾に |ど ´南うとに燕社ち弟 Spヲ 字 /。 (添ぐ対/す

z′ 幅 多兜 )を 全妥 ク,7/8孔 発しに ,こ の蒲 1よ 当初系扱 りであつた

らしく′後に百海と孜1多 して二る機 とし,そ の駒端をれ巧1て識舟 し

士もので′さらに西御|つ ら` tよ この大斎に飛承込な増環卜よろ排ホ斎

七タケ帝 発冤した。

蒲の進績立ヤの整穆撥 |な 。主として奈哀埼A後 半よズ後のものが教

つか っ~Cい る。 f

支、汐‖ゑ8D多 又夢るとその凰辺の≧構

クト騒 3D多 灰うどは′来扱 りで上下3層 にわか准て養2C4,最下

種のもので幅メヌ充であるが 上活の蒲僻上幅要貿余でスく́ 少し

束回へす
.*て

いる。ある埼珀 に|な 修‖瘍へ純屯打ち込んだ赤麻も訟妙

ら枠ろっきた撮下電の落孟衝て 粛北覆立柱糾 sA,又 夕す(甚 聞各

ァ、夕λ )屯 //聞 分発見した。こ承 |ご 文らくタト堀 Spヲ マタどね苺

く玖蔀|く ´≧域とコした糾であつたとXや *る 。

タト盪西方 潔、ク夏めところに′力＼より大きt＼ 柱えともつ脅J上綴立柱

糾 SAラ フ,7て注宙るユどぇ )を ´又ョ湖分液なした。みたタト盪ネ

労 又比稚翠て 南Jと柵 3Aフ ア〕0(症宙る )_沙 ぇ)と /3再分波我

しk。

う、lg床一方 入殆と太跨上の盪薄

発極北家†表 宋寄 りの葡 分にどいて 脅北に運なる毒 39夢貿アク

上奏えし´玲千で |な 現在のこ焉t司 けれ路之Y_つ て脅へえ翠くいろ→

この斎ちヽ あ|す 多 くの木裁乙′上る撥ぶ 払上 している。みら耳今で

麟 斎の烹側に持 して条北涙訴′あると`ィさその券柱入とだ |つ Жるも

のと確認 し在。

この向〕と病と喜祓クト極に |よ 蓮よ推ろ玉‐
或t 末一妄衣発蘇と七え

して し`る 。

今回の調査て発えb,と烹物のうち′最大の規櫻LもつS3'〕 泉ミが大路

iギ 美にある。7問 xす 閉(柱間各妄ク及)の 末面稼で 呵番嘉と)と
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Fこ 示れが付さ 床末とを たこネろ乳のをもつ疑 1カ であろ _

とっ鍮方辛サどπ誰ン■て  来西凍 す闇X,間 (注 蘭る ,っ ぇ )食 ,力 35

)夕 ″″があ り´この 1¬落間に末西研 (柱 濁各 ρク琥 )3ハ ,多 ο夕を発

鬼し|こ 。

こう |〔 奇方 には′素振 りろち t＼ イさ童径 更ο～ ,σ 磁 大の二石毛側と法

に謂い lt療 之 奈́歳に次ス した状 発で発死 ♭た 。

そネ tよ 前豫 」時期 にわた り 最 も占いもの |よ 象床 しちヽ認 めら4な いが ´

4女 の毛の |〔 関して 博フlll石 五́るに次珍在す口えて撮 後の甫引 に球で接 用

レた
'′

ぜ在 |よ ▲十で あろ割 分を開塞 して飛れを羨 えkり して ´かな り

の写眼 |〔 わ にちで 炊用 しkも のとみえ らネろュ     ´

毛な らの斎 博′調査詑減 の南迎 る城宏 した末西毒 sD)/夕 ど に令れ ♭

きうにィな≧城外騒 へ茄な塗 んでしヽ7_さ うである。こ のとる依 爾の毒て 団

とイtすこ北考ヤ共 に 1志  すれ 入ク% の琢 りかた ともつ労 又 /密 のキアが

あつk。 十声のヤに 1志 逮物 (な ほとんどな く́ 十声特 ヨ身乳最 下瑕 のみ乏

寄 じていに 。

杵材 はこネきて の発級 にかろものと大義 な く´瑕 ご夕、〕友 垢 ,っ 磁

Bく 房εち夕tiき どのな と♯毛 紐勲卜 tノ ′る坂 ヌタ流ぢつの大和 と捏 め込ん

て後のつ なごを して し`る。

学 =茉 一拐 大発夕Ⅲうお よびイ監掟 日一条太躇研近 の童幕

肴北斎 S9,コ タタ に〔つて 育北凍 字裔 ×支弱 (注 間る P/犯 )基

″″S3ず
'｀

支ずと稚記 したが ′束櫻1荏ラ1博度の下で茂 宏で こなかつた ぅこ

の 専ilt lま ノ|ヽ 南 lL抹 う 簡 ＼ /間 (亡 報桁 行 糸 ワ xン 栞 子1潔 =光 )葉吻 SB

太 j稜 亀式 晃b稚 。北望 に1志 詭専更濁 〔荏簡ヌクれ )の 重径有ヂο
`定

支′あろ荏叡 ともつ建物 Sう デ″θοこ接4し 々が 全体の坂療 |よ 六調査遺

|こ ろるたあ不s言である 。

表|【鴨童くた′葉く派 えのおこなつ北た料 SA,/ク タ SA 3/ク ,
こ発 えし た命

=入
のャち＼ら '桂恐 Jεこ裁の木笥こつ裁上と熟 T_コ

この瞬i芳 には 宍番椋 3聞 x Rttt柱 簡祐百 .tデ 麦.采行 夕、夕友)の

i責 るとtつだ :打 sら 多/ど /がぁる。このだ ,イ こ差 しく」と・由・帝Iて 木
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糧色依謂レktt δ D〕 /介夕 があ り 雨奉蒋ともみ定らな ろ。封
‐
こ司

一猪位で 付左に 1怠 ´木哲七 4実 用 した廷樋に類0ろ 導水光談
‐
と二ヶ所校

ム し,ラ ち一 ケ|な S5,/J/に 近を して 勇́ っ、ど―//40木昔屯額み 増́

氷のた誠七年 っていた。この存t五 はかな りの褒上に ひる整た層の )と娠

があり その下層には荒路
´
と逮ぇた汝策の蒲が 玲,と にれ4てお I, そ

の差腰土中に「 夭 平十九等」 ヽ 「 神譲景雲囚得 Jの紅与在持 っもの

と靖 め 多くの木面を乳 兄した っ

この北 こて 応 複雑な上君のすと頬とみたが ァ 在のところ弔花 なla

一余大路の髭 研と|り 舒ない 。

す、東稔隅 (K tt K)の 童梅

禽江に束膏稼 す間 x/簡 ′む i十∫そネ ,X上 (注 閉桁衛 多、ο狂 ′釆行

夕支沈 )のえ物 38,0タ ワ を発 見した 。この柱稼 |こ 径角 クo弘もあ

り 荘́標 のないもので |ぶ ´注 穴」蔀焦寂る風に擦 があつた 。この嚢物

の北 舌に室壇 sDヲ 〃どを発 死 した 。その上喬 に体′禽」と一巧1に 字ケ

前 の根る の存在屯確認 し,衛流 の柱簡 ,、 沙米 ′中夭の柱聞 ,7米 で F見

と宛花 しk。

基壇 冒翻博原形 なとどめてふないが´末つ1茄 脅 に |よ 基壇と輌蒔類 の芦

SD」〃∂が南北 に燕Жてぃる。さ らにその下電 itも ユ衆の寿を花認

したが _幅 が広 く塗迄下都 にtぐ り込み .基壇薄素 }文 前の毒であるこ

とを持った 。

この下層の斎か ら「 平平誘室メ＼秦 +~畠 J① 紅 署をもつ赤歯と発 売し

た 。この薄と桶 て ′東顎11に 諭1と将 sA,つ /ど が 字濁 (在開名ョ_θ ホ )

分あるが ′F耳 8Bデ //ど と́の併稔 聞際 |よ 呵 らヵ＼でなしヽ 。

i司 ≧雹 働方 に |ぶ ´豹 クうと夕 濁語 に症 と打 ち込んで,1転 屯猿卜入・ t´

禾 ぐ 夢o c7/t´ 慨 了D・死 のム に袴平‐ると致 こつ あk=gυ 3/θ ヲLす0

″(校 去し上 が 送́壇 北労 it博 耗芥●lぞ のヤ夭付五孝モ存れ すそ こ進

を妬ヒめに 。          、

ど、数土盗物

去上 しk遷物 のラち特記す べさものはン奇 3'テ メデP て宏生 した
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二彩壷T)口顎部 (雀 /fc乳 )′ 欺 点の解油卑 ヶ緑紺平文 ノ点て´こ身1ら の

ラ く1手 F弓 盛壇束方の郵会でな主 してし`るとなたこオtな での調査で肇な t｀ え

貢が又進 みち ψ        l

斎光互 猪́千五で応´泌皮》支一どク潔/型 式 の紙守合わせが 目立って 移

し`  つ                                      ~

木鞍岳では´南】ヒ蒲 δD夕又夕7の進寝主呻かし鳴錆 (瑕 さィむ 修の /ヶ

がム主 しに ,Fヨ 基壇〕ヒ末智 ク″の住盪にあつた上る指 1)で すよ ろくろ作 リ

(つ 奉るが次煮宏てど
'′

うちキこ 全́盃黒余七蛮っk喬 さすすcπ  ム径 ぁ、プ

f歿 の言海があつ T― 。

i参島以邑で 13フ 言飼索ズ機 フ帯金婁等がある。

:木 筒 iな「 赤謡瀾 二年 十三 甫 」とt3め と して ,「 育 妥漂 雲 F等 」に至 る 紅 今

ゼーtつ tの ′意た「雀荻 」と死試ど承すこおの埓がりろ 。

メ上今回の調査で 1志 フ更貿水調査の北茫丞で 7耳 うかにおったと同 じく″

IEttf方 大語の中と走批に勝教 窯の芝浦が発兄吏れ ヨ́就内の着物が (ヽ っの

環力`タト調へ拡張 している こと之範ったψこの卒諏 |な 去土木簡籍からんえる

と´ゴヒ虻砥でみ kく目く´おがそ条顆時代ャ壕から始った売ので 著由宮衡

iF蘭 係 しk建物がとヨミ*た と羅僣Ж塔が 奪́ドその特額密今後の調査の

葦壷であB。

ユェ 第25次調査

;:・ ゴす,k調 査て荘寛 した三傘童結 鮮′F耳 ´晨び発の末働|に 嘉北に走なろ極

三住■ 軍フ|´ 裸 ユ注葉坊 う示である。

こすt等の道痔のと導者耳 について4べ ら と 門も村 1志 ′甫が犠珠さネ在者

f憂 |こ rtヽ て ,洋与 しR可 能性がち 丈らXろ うヾ ′禄 立注逮 f・
pョ 標 につ し`て応 .

す,tt´ 柱火の三振 ′注葦 りの 一衣 どとがなく 葛珂布 に正分す るよりど

■ |‐さ必 、` 。

i¬ 亭_ら ,ぁ ∂θ́凸辛弱 |び 堀在の道路下になつておけ 調査 iさ 不能てろ‐,

i 調査と行つR煮 ■部てi二  蓋壇生緻が津1専 ぐイtr走 下 に転込 んだ塗凝辻

rっ ご,主 嵐恙がィ董かに 夕∂ f狂 猛康霧っていろのみでみちが 奮́渇色上と竜

(5)



氏≧上 を矢ユ に壕 成 し,tル 回あの上后七 猛めてこ肩穫 に発ることができ

る。門の基迄系戒託頭 |か  南北が βァヂ″ である 。

末蜀 |さ  丙■郵が整路下イころろkめ ′権認すること |よ 不可能でぁったが

働爾玲F耳 の末脅 ノク狂の漱疸t霰 用すうならば 門の百瑞膵″宮麻脅辺

を詢光にた ってラ`る現在の差時の凸鶏付迫になる。

太蜃 SA/ゎ θο lさ ,捺乾本体が道語下 |こ 勇 )謂査さ苓可乾であっT_。

犬たり罰も 調査光 K北キては′耳1平 て

“

家郎を上めなかったが′ E「水

株 )||の 河 道 3x/す ク7が 大寺 と も め る 衛 瑞都 にお いて  一部 確 認 ド毛 しヽ

玄

この詑【で は 河床から一ミの高さ怠でα土 じ′日河逮を開塁 して そ

の上にべた り莉分を含めて北回め乙デ こどってとヽろ .褒上の下で萩 宏し

注 止家 3Kラ ,Fす ち` ら |よ ´需 読 否 弦 て搭 ろっ た が ′ 木 歯 が 一 点 独主 して

い る 。

糾 ´ 8ハ 多分アっとsA多 ど彦οlな ′大重の宋 /す たと粛ユとに葦る一童の、

乳ので´門七十追に して´南|と に対林にコこさ4ていろぅ荘 簡 |す ´有 皮ク

独 寄司て  も沼 ヲヂル てlr r宝 ど瑚分 ぅAヲ ど多θて ,よ ´ /∂ 翻今椋ム

しすこ。 3滑 ョ介ル の,い瑞い F́司 の前に弁にデtk上第 3ぺ 多悉iDに より葎

語できなかっすこが ′F耳 に対 して ´]Aぅ ど号っの需れ Y対林の0電 か ら造

毒ろとブ来 |ず ′この/rH Iよ  F司 のこ徹で 彦蘭分用演 定/tて t｀ ら ことになる。

SA,す 力 ′sA多 どう∂tあわ 'と ろと´ /7θ /■春ど校土と′で亮 |, 方

位 1志  北Ю クθlクそ 膏 |こ I喬 っている。この書 ど F耳 とヨ≒ i〔 存在 し【Y

みたちポろが 謂全北玉南瑞謝でぉ 余烹疇ドの藍辻尾毬ち えち糸ち妾

掲 色上 の下がら注 スが綴 ら率てお ゥィ平

'島
『

〕しヒ我 布 蓄ビF寺 封の芝ヨと

ブ笞ことぶてきる。

南北擦麦効 8う 多ど夕∂|よ ′家行 又¬ 菊 衛屯 ど調分戒 4tン デ生寺 |よ ´

赤発1酢とに |さ いって未検ムである ,=偏そ 潔、ク″と.君 SA夢どFθ のネ |こ

嚇移づろが 左 筋 1奪 還 ちなとヽ 。

未昏療芝物 S5ヲ ど″σI怠 身合 ヨ弱x象 都 ′Jと に蓬のある交■,て ′注 百

1と P/Ж零』で力る。諭づヒ療麦夕 sう ,す どσ応 ァク百 ＼ヌ雪 .亡 奮るヌ貢

(6)



.と て 家́労
',が

サL(ヤ ＼角 |て偏つてt＼ ろ。この翼物の北′有 Ь′のところ千

1占 lt夫 ろ科 SA,今どクがあり 注́務の偽りが!患 lζ婚侠すみとこつから′団

|キ 掛|こ 為在レたもので力ろう。

愛物 35夕 すろ0に先 行ブ 零 碕北 の神 CA,ず
'ク

|す ′柱 翻潔 /″こで ´ /彦 |

I々

発福覇査 の北毎‖赤勘 トレンチ で校 Д し上注 ,|と ´方衛 ン荘濁が '|き ヾ一致・

う このた五なで捜窺 す巧可能性が わる 。

平デ 畠貝茄の整薄

と秦時奮の注結 としく 厨承捺 lケ 1河 通の差療砂電`屯禄 り込んTど土tIAが あ り́

帝 讐ゞの上 野る が宏上 していろっ

i女 許にkろ 完衆の斎 き炒 )ど Zο .Sp,す 夕。て聴 ′遺彰

"く

 濤 の魚秀ナ中に

|を イく ′上馬 の選土ヤか らの独去主 し 非́生式上る ′土好みψヾ屍た していろ。

ILト  ラF生 ゞ主る と二けるが宏主 bk滋と痛と して´ GК 多とわ .Sk,必 クす

,く ろア3。

平デ ≧以降の透結

この謂全こブ |み ゞ
｀
全域 に´貢碁 のZ令層が あ り

命存在とみえることがで奎る 。

爵むと釈建物 38すずタタ 多習 XR聞 ′アフ友等百 ′柱入t小 さ4穴て 守

:｀ ち頁暑 がД土づろ。■夕3二 5ど ∂すほ 猛めてデいおいてあり 芳 /笈遅

泉●→声持が黄 っている 。♯戸3程 多デア」 ち` うど´ラ量の頁ると苗身 の萩

岳rと 全 えじk:             
′

:皿 需26次調査

弟涙ふ攻調全で発死したとな註斎 iど 振́ 立注麦吻 /0凍 奈た /諷 将 3

■ 浦ど茶 _土掠 ,ケ 新ぞどてある。こ4ら の差癖の大辛 |ま 調査北減東望

こ豫 tiて  Jと とから禽未に「クるく慎斜fろ十とdl上 か ら裁ムしたっ邊濡応マ
=

|く つ訥f表 司係ギ 斑́盪,☆ 滉分ら独て ク朗にわけることバでミろぅ    |

二朗 司査■我茉十に′
=と

れの停斜にそつ て,北 番今ら酪蘇ltた る3条 の

if iイ ,p tt spデク7ず′ 3つ ,字 ヂD′ 3,D)夕 夕Pび みる。

■当 ぺ規猿 な迫ヨがおこなや上 各交Ⅲ″が生くと工ど

“

下こ菊郎て,ミ
=

この宙とに ′†せあ■落

(7)



多稼 桑ヤヒ/碕 バ色秘道率ていろぅ

謂全北ゴ宋茄に応 粛Jと考 向の探光 こハク∂す(在 間る寮ヮタ″と/峰
タタタ″ぞ)があろ ,こ れは末辺部一苓にビ土之行なぃ整琵陸に蕎乗吏家

ている。ネ流修水研と茂時に祓壕され一象広くなつて し`るため´蓋迄蝙

ド花認モ ミ4か つた っ券柱闇の上郭 |て 十き́ 房さ貿ヂrz径廣の象尭服辣バ

誕り )狂た 。

融偲|て |よ 喝́ 夕οcれ のべた りと場 多ο至ァタと の及市
‐
と敦 いィてとなつ/tる

雨為蒲を絞 宏した ,こ の赤セ 博今水 調で C9間今L炊宏 した 。   了

探茫か ら面約 ?れ を踊 て _凍 多注重 りと節 えた未弱粽 の ダ輛×潔間の

葉物が 又椋ぁる 。

百宕とも 末孝荏 通 りか ら反間 百に開仕可 ジがあ り おった く同一平§

を示 していろ。jと ?|の 8ひ ,す∂ラ (注 Fal桁 行 /ィ タ/廃  訳行 ,ラ /″t)

とフ爾例の 35)ク テ∂

`癌
聞猜行 /ィ タど″2´ 双行 す、ア字″と)と 1志 ′注

宙 家閉分と稀く 各注通 ジ洋 ょく輌 ってひる 。

さう |こ S5,すο∂か ら注額 3司今雪 |こ  三芳に再秀毒をめぐらづ南1し

抹 の /聞 主メ上 x支 胃の麦物 SB,す ,。 (准 習祐行 潔タチ及 ヌ́行 すa;宏 )

がある。この葉榜の1ヒ家注通 り感 CB,す οοの白復1注通 りと蔀って t＼

t7p。 しち＼♭ 面́気の支4~4に ヶヒ雲す ると ′注 kが芳 スR夕 ろ り大影 でぁる。

C郷  番霰1柱 量 ジの注樋方が 33),ラ0_S5デ クテθの束孝柱重 りω

そネと立 り合 っk/芹〕ヒ株 の7噺 メョ司の麦均 8Bヲ ク″0(竜 司千行行

望◆、ワο纂′平行 気 ,つ 犯♪がある 。

少郭  S5多 す勇 と 圭 復 して ′ 耐 J`標 の ゎ 間 rヽ米上 xす 宙 T)ミ ク 38

夕すPο

`在
簡猜行 /心 、クοχ 釆行 /気 更7え )バ ある 。ての三 ,オ 慮 反濁

①身舎 に ,束 弱に鷹 (採 聞 マタタぇ )こ らに末劇へ孫蒲 (蒙 五 ュτ″つ

と取 り合 けている 。社 文 |よ ´身合(芳 蒋 ァ多夕ί 落 て芳南 ぅ>ぇ´孫嶺

で芳為 ∂ず″とと壊水ノIミ くなろ ゅ

〔朗  3B多 す,今 に重複 して余 宏こ栞 kォ 畜 ,こ抹 命 /湖・ (上 X買 欄

の麦 49/1‐ 3Bデ すヂラ (注 観析 行買 夕どz 雰行 iど ク″と )́と  覇唸走ゞ吉:

瑞 で採辻 F討 希斎 か ら白 ヘ スタ友 |こ ろる。負音凍 め す簡 x/聞 ューく上o貫物

(8Ⅲ



どぅ テタデ∂(症 聞桁行 ィラ、7今え ,累 行 ヌ分夕文 )の フ林 があ名9苫:球 とも ´

主テく,ど 方洵 どつ～ クυr友 てホ影 であろが ′|と 象 ξ寺よく揃 ちて tヽ ち 。

F塀 調査北宏のヤ共 南券 リトあろ ′北でや ヽ由に振オtt 爾北稼の 3封

＼メ濁の麦物 35,字 どす (注 簡桁行 タクク″  家イi,ク 蕨及 )があろ ぅ荏欠 |

1孝 ′卜ぐくフ所斎荷δであろ。

F執  38ヲ クどすと入 TFll荘豆 りを得 ぎ一致 ミ t↑ バ ち ´増勇豆登 とや ゝ禽 床

すち しに ,奇〕ヒ様 の す聞 入 3翻 の鷲 坊 3Bヲ クど∂(柱問 桁 行 /夕 すえ ´采 行

夕 p多 犯 )が あ ろ 。この最 効 |◆ _固 罰廂 (束 ´膏角 釆 湖 〕 潔今″ ´ 酪 ンゴと弟

琢 聞 夢ノ密 )と 矛 り付けてだ け.幸注五 り■去 寮濁惨沐クす家 を示 し小芭 t｀ 。

138夕字rつ の凸 ,、 多た に 左 二 )と 一致 ミ辻kttiと 擦の 3聞 ×買間の室物

3う グ字クつ (オ衛衛 彦、少身歿´雰行 ア、夕どχ うがある 。このだ秒の画鴨の荘火

事二 往の存 火卜裁 べ<太 主し`。

こ ご支母|こ 属する麦4ク の特色 tさ  桁 行労筒が しヽず Ttも ヨヒで百lt術 して tヽ ろ

1こ とでろる。

その化 の進帯 ∠ して ′Cttlk時 にだ
=え

ら来る主 塩 Sk=クどグ D新 の葉

■,Sち ,す没つの癖勢風与 るの立顎弱系から′pぷ |ス 番 lて あたろ藉 こ漁 ,々ク,′

トオ ナ↑/ク  F勢 よ後の研、SAグ クど/書 どうヽ
｀
あろが そのitの 追斎 洋培朔 千

葛である。

ごて,今 回の調査 こ絞独さ4■ 歯濡 oう ち ´迫菫尊封が進走てごるの憾あ

iJこ あらとこの要 のだ力が 嚢夕々 充 を規孝辰と して在 百が /● 尺零 蘭であ

t' ユ,■ 権 二 リボすべて /沙 八 >最上|く 葡 うこ と今ら 穿二「貫司豪泣ヨ封

(エ ァ ニ胡 )に どくことぅくで きろ.

|ユ え 〔ノた澄打 1志 ′頁 .主碁 ′それにナ量の導 ′調参市で あるこ頁短には嘉

rt F)七 ´庭貢 う個 「́ 望 J命 夕|IF下 のああス与環 ′片がある。

〔f貫 重 i芸 孝ニラk再 象北 こで指稿 ぐ|く て t＼ るよう|こ  ことても どシ /と どイク|

'■
み合つとがゑtつ く約 夕す%を しめてし`ろ。 ♭た,く つて ,あ ろ軒対 iこ こ |

〔` ■ 玉 が rkT蕨
|〔 蘭 逮 夢 ろ 辻 玉 で ぁ ち こ と屯 象 4言 す る 。 去 上 した 主 洛 の ■ 永 患

二二五 ゞ く )夕 %小 ら で 場 ろ 。 上 京 数 二 二 番 の な っヽ で _,贅 える ■ が彰 くえ ぅ 翠

監 l専卜 堵 しさ 盪 1勢 i本 暮 し` 。
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:.|  11   ,■

■|lillナ .::..|

っ技調査え校Jミ ■た|′ 1多す,の遺符1手 うと`市み索し'tみ 手う。

i tttS:Aク ρす iよ  痺夢
'1寄

と磐れ する大 上 z生 み え レ社 て ′ヽ`みバ .Ih

家 子Ⅲ孝『 モ到 ¶ じた ヱタf`友 セ≧キ 【 とす る と■ ■ 9素 と じう ら`ぬ 象
=懇

十鞘 塚 念 ■ 夕つフ ス を ´ 象 光 目廊 じ 孝 て 皮つ つ ヽ と茸 る こ と。

ェ′ 1理 |こ 登小ホろ按虫烹″がウな`いので権笑 |す そこなどが その基睾

疋が司拝 貿夕す∞,tで /つ 更■編。方霰卜症重 りが柄 うこと 。さらに狭

北 sA夕∂すの基平くバ 2ア クこ歿であり′索光園海のそ承と蜀色で勃お

こと。と太上の幸実う`ら B朔 の垂痺 |よ ′茅=シk14家 |〔 詞系した |キ属朕参と

、ヽ文かす。

身=友 内象 の抱乞 iて 者つく|よ ,(ス クーフ
°
ラント室いた計露菊な北ヨ|り

が行喀つポて 再象物を克 ♭たと権々<泰 ろ9       ‐

flo)
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